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お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、弊
社
は
、今
年

で
創
設
（
法
人
化
）
六
〇
周
年
を
む
か
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一
九
四
六
年
（
昭
和

二
一
年
）
に
、雑
誌
『
法
律
文
化
』
を
創
刊
し

た
こ
と
が
出
発
点
で
す
が
、株
式
会
社
組
織

に
し
て
、書
籍
を
発
刊
し
始
め
た
の
が
四
八

年（
昭
和
二
三
年
）で
す
。そ
れ
か
ら
数
え
て

今
年
が
六
〇
年
目
に
な
る
次
第
で
す
。

　

事
実
上
の
創
始
者
で
あ
る
吉
川
大
二
郎
が

立
命
館
大
学
法
学
部
教
授
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、当
時
の
立
命
館
大
学
法
学
部
の
先
生

が
た
（
末
川
博
先
生
、浅
井
清
信
先
生
、西
村

信
雄
先
生
、園
部
敏
先
生
、佐
伯
千
仞
先
生
な

ど
）
の
ご
支
援
の
も
と
に
出
版
活
動
を
始
め

創
設
六
〇
周
年
を
む
か
え
て

代
表
取
締
役
社
長　

秋
山　

泰

46（
昭
和
21
）年 

雑
誌『
法
律
文
化
』創
刊

 
創
始
者:

吉
川
大
二
郎（
事
務
所:

大
阪
市
北
区
樋
上
町
）

48（
昭
和
23
）年 
株
式
会
社
法
律
文
化
社
設
立

 
書
籍
の
刊
行
を
は
じ
め
る

 

創
設
者:
亀
井
蔀

 

「
新
文
化
叢
書
」「
新
文
化
選
書
」を
企
画
開
始

 

大
隅
健
一
郎
・
吉
川
大
二
郎
『
独
占
禁
止
法
注
釈
』、

　

浅
井
清
信
・
西
村
信
雄
『
労
働
基
準
法
注
釈
』（
第

　

１
号
出
版
）

50（
昭
和
25
）年 

大
阪
か
ら
京
都
に
事
務
所
を
移
転（
左
京
区
吉
田
牛
ノ
宮
町
）

 

『
法
律
文
化
』第
５
巻
第
３
・
４
号
を
も
っ
て
休
刊

51（
昭
和
26
）年 

沼
田
稲
次
郎『
法
と
国
家
の
死
滅
』、末
川
博
監
修『
現

　

代
法
学
講
座
Ⅰ
』

54（
昭
和
29
）年 

事
務
所
移
転（
左
京
区
吉
田
近
衛
町
）

 

山
崎
時
彦『
近
代
政
治
思
想
史
概
説
』、小
松
摂
郎『
西

　

洋
哲
学
史
入
門
』

59（
昭
和
34
）年 

事
務
所
移
転（
北
区
紫
野
宮
東
町
）

 

毛
利
與
一『
刑
事
訴
訟
法
序
説
』、吉
川
大
二
郎『
判
例
保
全
処
分
』

66（
昭
和
41
）年 

現
在
の
社
屋
を
建
設
・
移
転（
北
区
上
賀
茂
岩
ヶ
垣
内
町
）

 

鈴
木
安
蔵『
日
本
憲
法
学
の
生
誕
と
発
展
』、渋
谷
寿
夫『
生

　

物
学
入
門
』、有
地
亨『
家
族
制
度
研
究
序
説
』

67（
昭
和
42
）年 

亀
井
蔀
社
長
死
去
、中
村
朱
作
社
長
就
任

 

鈴
木
安
蔵
編
『
現
代
福
祉
国
家
論
批
判
』、沼
田
稲
次

　

郎
『
労
働
法
要
説
』、吉
川
経
夫
『
刑
事
立
法
批
判

　

の
論
点
』、矢
崎
光
圀
編『
現
代
法
思
想
の
潮
流
』

70（
昭
和
45
）年 

出
版
点
数
５
０
０
冊
を
超
え
る

 

「
堺
利
彦
全
集
」（
全
６
巻
）刊
行
開
始

72（
昭
和
47
）年 

中
村
朱
作
社
長
死
去
、柴
田
穣
社
長
就
任

 

「
現
代
の
人
権
双
書
」（
全
12
巻
）刊
行
開
始

76（
昭
和
51
）年 

「
現
代
法
双
書
」刊
行
開
始（
現
在
継
続
中
）

法
律
文
化
社
60
年
の
歩
み

46
年 

日
本
国
憲
法
公
布

51
年 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
・
日
米
安
保
条
約

53
年 

出
版
物
の
再
販
制
適
用

54
年 

自
衛
隊
発
足

60
年 
日
米
安
保
条
約
改
定

68
年 

大
学
紛
争

70
年 

新
著
作
権
法
成
立

71
年 

出
版
物
売
上
５
０
０
０
億
円
を
超
え
る

73
年 

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

76
年 

出
版
物
売
上
１
兆
円
を
超
え
る

社
会
・
出
版
界
の
動
き
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ま
し
た
。

　

今
日
に
い
た
る
ま
で
、社
会
科
学
・
人
文
科

学
の
新
た
な
学
問
動
向
を
ふ
ま
え
た
書
籍
、

そ
の
と
き
ど
き
の
時
代
の
問
題
を
反
映
し
た

争
点
を
提
起
す
る
よ
う
な
書
籍
、ま
た
大
学

教
育
に
対
応
し
た
教
科
書
等
の
刊
行
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、総
発
刊
点
数
も
三
〇
〇
〇
点
を

超
え
る
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、今
後
と
も
、法
律
書
を
軸
と
し

な
が
ら
、人
文
社
会
科
学
全
般
に
わ
た
っ
て
、

研
究
・
大
学
教
育
・
大
学
院
教
育
に
役
立
つ

書
、市
民
に
ひ
ろ
く
読
ま
れ
る
書
、を
発
刊
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、読
者
の
み
な
さ
ま
が
た
の
暖

か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

60
年
の
歩
み・あ
い
さ
つ

7（

和
4
）

中
村
朱
作
社
長
死
去
柴

穣
社
長
就
任

 

「
現
代
の
人
権
双
書
」（
全
12
巻
）刊
行
開
始

76（
昭
和
51
）年 

「
現
代
法
双
書
」刊
行
開
始（
現
在
継
続
中
）

77（
昭
和
52
）年 

「
選
書
現
代
の
生
活
と
社
会
保
障
」（
全
10
巻
）刊
行
開
始

81（
昭
和
56
）年 

１
０
０
０
冊
を
超
え
る

82（
昭
和
57
）年 

「
現
代
日
本
の
構
造
選
書
」（
全
５
巻
）刊
行
開
始

84（
昭
和
59
）年 

「
現
代
憲
法
大
系
」（
全
15
巻
）刊
行
開
始

85（
昭
和
60
）年 
「
現
代
民
法
講
義
」（
全
６
巻
）刊
行
開
始

89（
平
成
元
）年 
「
Ｎ
Ｊ
叢
書
」刊
行
開
始（
現
在
継
続
中
）

90（
平
成
2
）年 

１
５
０
０
冊
を
超
え
る

92（
平
成
4
）年 

井
上
重
信
社
長
就
任

96（
平
成
8
）年 

法
律
文
化
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ブ
ッ
ク
ス（
H
Ｂ
Ｂ
）
刊
行
開
始  

　
（
現
在
継
続
中
）、「
民
事
保
全
講
座
」（
全
３
巻
）

97（
平
成
9
）年 

２
０
０
０
冊
を
超
え
る

98（
平
成
10
）年 

岡
村
勉
社
長
就
任

 

「
α
ブ
ッ
ク
ス
」刊
行
開
始（
現
在
継
続
中
）

00（
平
成
12
）年 

「
プ
リ
メ
ー
ル
民
法
」（
全
５
巻
）（
α
ブ
ッ
ク
ス
）

 

「
吉
川
経
夫
著
作
選
集
」（
全
６
巻
）刊
行
開
始

01（
平
成
13
）年 

２
５
０
０
冊
を
超
え
る

 

「
講
座
社
会
保
障
法
」（
全
６
巻
）

04（
平
成
16
）年 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
平
和
学
」（
全
４
巻
）

06（
平
成
18
）年 

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
民
法
」（
全
５
巻
）刊
行
開
始

07（
平
成
19
）年 

３
０
０
０
冊
を
超
え
る
。秋
山
泰
社
長
就
任

08（
平
成
20
）年 

会
社
創
設
60
周
年

 

『
対
論 

憲
法
を
／
憲
法
か
ら
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
考
え
る
』

　

を
60
周
年
記
念
出
版
と
し
て
刊
行

73
年 

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

76
年 

出
版
物
売
上
１
兆
円
を
超
え
る

80
年 

新
再
販
制
度
に
移
行

89
年 

消
費
税（
３
％
）導
入

 

出
版
物
売
上
２
兆
円
を
超
え
る

91
年 

ソ
連
邦
の
崩
壊

97
年 

売
上
初
め
て
前
年
割
れ

 

消
費
税
５
％
に
変
更

01
年 

再
販
制
の
存
続
決
ま
る
／
鈴
木
書
店
倒
産

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
同
時
多
発
テ
ロ

03
年 

個
人
情
報
保
護
法
の
成
立

04
年 
出
版
物
売
上
８
年
目
に
し
て
プ
ラ
ス
成
長

05
年 
再
び
マ
イ
ナ
ス
成
長

 

文
字
・
活
字
文
化
振
興
法
成
立
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哲
学
原
論

　

本
書
の
奥
付
上
に
は
検
印
紙
が
貼
っ
て
あ

る
。一
見
ベ
ル
マ
ー
ク
風
の
鐘
の
上
に
武
市
の

刻
印
。一
九
六
〇
年
五
月
第
一
刷
。一
九
九
六
年

三
月
第
三
七
刷
。法
律
文
化
社
最
多
の
重
版
数

を
誇
る
本
書
は
、当
時
の
神
戸
大
学
の
教
員
を

中
心
に
編
ま
れ
た
哲
学
の
教
科
書
、入
門
書
で

あ
る
。「
基
礎
論
」、「
概
論
」、「
原
理
論
」の
三
つ

の
意
味
を
こ
め
て
の『
原
論
』の
命
名
で
あ
り
、

概
論
と
哲
学
史
と
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に

本
書
の
特
色
が
あ
る
。活
字
の
大
小
で
内
容
と

見
た
目
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、現
代
哲
学
の
問

題
を
重
点
的
に
解
説
、そ
し
て
哲
学
の
真
髄
に

触
れ
、関
心
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
執
筆
者

の
学
生
へ
の
熱
い
思
い
…
。半
世
紀
前
も
今
も

教
科
書
の
基
本
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。

大
学
立
法
批
判

　

一
九
六
八
年
か
ら
巻
き
起
こ
り
全
国
に
波

及
し
て
い
っ
た
大
学
紛
争
に
対
し
、事
態
の

収
集
を
大
学
の
自
治
な
い
し
自
主
的
な
収
拾

に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、立
法
措
置
に
よ
っ

て
上
か
ら
の
規
制
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

「
大
学
の
運
営
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」（
い

わ
ゆ
る
大
学
立
法
）
案
が
国
会
に
上
程
さ
れ

た
。本
書
は
、大
学
立
法
の
歴
史
、法
案
の
逐

条
批
判
、関
係
資
料
を
ふ
ま
え
て
、そ
の
大
学

立
法
案
が
、大
学
の
自
治
を
侵
害
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
批
判
を
展
開
し
、瞬
く
間
に
増

刷
を
重
ね
大
学
関
係
人
を
は
じ
め
一
般
に
広

く
読
ま
れ
た
。時
宜
に
か
な
い
よ
く
売
れ
た

本
の
わ
が
社
の
代
表
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　1948年9月、法律文化社発行の第1号の書籍『独
占禁止法注釈』（大隅健一郎・吉川大二郎著）が誕生
しました。それから60年。3000点を超える書籍が
法律文化社の名を背負って世の中に送り出されま
した。その中から、お薦めの、あるいは小社の金字塔
となるべき、もしくは学界や世間で好評を博した、
そんなとっておきの５冊を紹介します。

話題の本5冊
part 1

武市健人・
山本英一編
（1960年）

末川 博 編
（1969年）
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中
国
塩
政
史
の

研
究

　　

著
者
の
五
十
余
年
に
お
よ
ぶ
研
究
の
結
晶

で
あ
る
本
書
に
対
し
て
、一
九
八
九
年
恩
賜

賞
・
日
本
学
士
院
賞
が
授
与
さ
れ
た
。人
間

の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
塩
が
中
国

王
朝
の
盛
衰
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
き
た
こ

と
を
政
治
、社
会
、経
済
の
多
方
面
に
わ
た
る

堅
実
精
緻
な
学
風
で
立
証
。塩
法
に
関
す
る

膨
大
な
資
料
を
書
き
下
ろ
し
で
収
載
し
た
本

文
は
八
〇
七
頁
、項
目
ご
と
に
説
明
を
加
え

た
詳
細
な
索
引
は
一
〇
五
頁
に
お
よ
ぶ
。古

代
か
ら
清
代
ま
で
の
各
王
朝
の
裏
面
史
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
、中
国
や
台
湾
の
学
者
か
ら

も
「
貴
重
な
研
究
成
果
」
と
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

規
制
が
支
え
る

自
己
決
定

　
「
自
己
決
定
権
」
が
現
代
社
会
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た
の
は
、現
代
が
個

人
主
義（
個
人
尊
重
）
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。労
働
社
会
で
も
個
人
主
義
化

は
確
実
に
浸
透
し
て
い
る
。本
書
は
、著
者
が
、

規
制
緩
和
と
新
自
由
主
義
の
影
響
を
う
け
個

人
主
義
化
し
た
労
働
社
会
に
お
い
て
、労
働
者

の
自
己
決
定
と
国
家
的
規
制
は
二
項
対
立
す

る
も
の
で
は
な
く
、双
方
補
う
こ
と
で
有
機
性

を
も
つ
と
説
い
て
き
た
こ
と
の
理
論
的
集
大

成
で
あ
る
。労
働
法
分
野
だ
け
で
な
く
、経
済

学
・
社
会
学
・
政
治
学
な
ど
の
他
分
野
に
も
共

有
さ
れ
る
問
題
を
解
明
し
た
労
作
で
あ
る
。刊

行
直
後
か
ら
各
分
野
の
研
究
者
か
ら
の
反
響

が
大
き
く
、話
題
の
書
と
な
っ
た
。

刑
事
裁
判
の
心

                 

〔
新
版
〕

　

裁
判
員
制
度
導
入
を
来
年
に
ひ
か
え
、い

ま
刑
事
裁
判
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。著
者

は
、長
年
刑
事
裁
判
官
と
し
て
、刑
事
裁
判
に

お
け
る「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」の

原
則
、「
事
実
認
定
の
適
正
化
」
を
現
実
に
い

か
す
方
法
を
、裁
判
実
務
の
中
で
実
践
し
て

こ
ら
れ
た
。本
書
刊
行
直
後
よ
り
、多
く
の
読

者
か
ら
、「
刑
事
裁
判
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か

が
わ
か
っ
た
」「
冤
罪
を
な
く
す
た
め
の
方
策

を
真
摯
に
実
践
し
て
い
る
裁
判
官
の
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、反

響
が
大
き
か
っ
た
。映
画
『
そ
れ
で
も
ボ
ク
は

や
っ
て
な
い
』
で
は
、周
防
正
行
監
督
が
本
書

を
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。刑
事
裁

判
を
考
え
る
う
え
で
の
必
読
の
書
で
あ
る
。

西谷 敏 著
（2004年）

佐伯 富著
（1987年）

木谷 明 著
（2004年）

話
題
の
本
5
冊
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60
周
年
記
念
出
版

プ
ロ
ロ
ー
グ  （
愛
敬
）

第
Ⅰ
部　

憲
法
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か

　
　
　
　
　
　

̶
̶

樋
口
陽
一
× 

杉
田  

敦

〈
基
調
論
考
〉
そ
れ
で
も｢

公
共｣

と
し
て
の
国
家
を（
樋
口
）

／
立
憲
主
義
・
共
和
主
義
と
政
治
（
杉
田
）

｢

国
家｣
を
今
、
ど
う
論
ず
べ
き
か
／
国
民
の｢

飢
餓
感｣

と
改
憲
問
題
／
国
民
の｢

飢
餓
感｣

に
ど
う
向
き
合
う
か
／

｢

オ
ム｣

と｢

シ
ト
ワ
イ
ア
ン｣

／
戦
後
日
本
の
教
育
は
な

ぜ
シ
ト
ワ
イ
ア
ン
の
創
出
に
失
敗
し
た
の
か
／｢

民
主
主
義｣

か
ら｢

立
憲
主
義｣

へ
／｢
行
政
権
ま
で
の
民
主
主
義｣

を

め
ぐ
っ
て
／｢

国
民
国
家｣
と
い
う
境
界
／
社
会
契
約
モ
デ

ル
は｢

国
民｣

の
歴
史
的
責
任
を
免
罪
す
る
の
か
／
民
主
主

義
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
／
国
家
と
宗
教
／「
個
人
の
析
出
」

と
い
う
課
題

第
Ⅱ
部　

愛
国
心
と
教
育̶

̶

西
原
博
史
×
北
田
暁
大

〈
基
調
論
考
〉
民
主
制
に
お
け
る
個
人
の
自
律
性
と
国
民
意

識
の
ジ
レ
ン
マ
（
西
原
）
／
「
反
権
力
と
い
う
権
力
」

と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
北
田
）

現
在
の
教
育
現
場
と｢

愛
国
心｣

／｢

愛
国
心｣

を
め
ぐ

る
思
想
状
況
・
社
会
状
況
／｢

戦
後
民
主
主
義｣

と
教
育
／

「
リ
ス
ク｣

と
し
て
の
子
ど
も
／
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」

と
い
う
発
想
／｢

戦
後
民
主
主
義｣

と｢

国
民
国
家｣

／
平

和
教
育
の
行
方
／
ほ
か

第
Ⅲ
部　

自
由
と
福
祉̶

̶

井
上
達
夫
×
齋
藤
純
一

〈
基
調
論
考
〉
自
由
と
福
祉̶

統
合
原
理
と
し
て
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

の
再
定
義（
井
上
）／
自
由
の
相
互
承
認
と
し
て
の
憲
法（
齋
藤
）

｢

自
由｣

を
め
ぐ
っ
て
／｢

公
共｣

を
め
ぐ
っ
て
／｢

福
祉｣

を
め
ぐ
っ
て
／｢

制
度｣

の
構
想
を
め
ぐ
っ
て
／
憲
法
を

論
じ
る
視
点

エ
ピ
ロ
ー
グ （
愛
敬
）

対
論　
憲
法
を
／
憲
法
か
ら　

ラ
デ
ィ
カ
ル
に
考
え
る

●
四
六
判
・
288
頁
・
2
3
1
0
円

退
屈
な（
？
）憲
法
論
議
が
、

か
く
も
広
が
り
と
深
ま
り
を

も
っ
て
私
た
ち
の
思
考
を
刺

激
す
る
の
か
。い
ま
が
旬
の
、

政
治
理
論
、
憲
法
学
、
社
会

学
、
法
哲
学
の
研
究
者
が
分

野
を
超
え
て
対
話
す
る
。
国

家
の
ゆ
く
え
を
、
教
育
を
、

自
由
を
、
格
差
社
会
を
、
そ

し
て
そ
の
根
底
に
あ
る
憲
法

を
。
そ
こ
か
ら
新
た
な
パ
ラ

ダ
イ
ム
が
み
え
て
く
る
。

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

  

愛
敬
浩
二
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
）

■
対
論
者

  

樋
口
陽
一 

× 

杉
田　

敦  
    

（
東
北
大
学
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）     （
法
政
大
学
教
授
） 

  

西
原
博
史 

× 

北
田
暁
大

    （
早
稲
田
大
学
教
授
）                   （
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）

  

井
上
達
夫 

× 

齋
藤
純
一

    （
東
京
大
学
教
授
）                      （
早
稲
田
大
学
教
授
） 

目　次▲

▲
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60
周
年
記
念
出
版

「
難
し
い
け
ど
、面
白
い
」

●『
対
論
』に
立
ち
会
っ
て

愛
敬
浩
二

　

今
で
も
友
人
か
ら
、「
な
ん
で
憲
法
学
者
に
な
っ

た
の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア

に
溢
れ
る
憲
法
論
議
を
み
る
と
、
妙
に
政
治
的
で
、

や
け
に
感
情
的
な
議
論
ば
か
り
、
聞
こ
え
て
く
る

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
ラ
ク
派
兵

問
題
や
日
の
丸
・
君
が
代
の
問
題
、
さ
ら
に
は
改

憲
問
題
さ
え
あ
る
の
だ
か
ら
、
憲
法
論
議
が
政
治

性
を
帯
び
る
の
は
仕
方
な
い
と
思
う
。
け
れ
ど
も
、

私
が
不
満
な
の
は
、「
憲
法
を
考
え
る
こ
と
」
の
難

し
さ
と
面
白
さ
を
、
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
が
十
分
に

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

　
『
対
論　

憲
法
を
／
憲
法
か
ら
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
考

え
る
』
は
、
憲
法
学
・
政
治
学
・
社
会
学
・
法
哲

学
の
分
野
か
ら
気
鋭
の
論
客
が
集
い
、
憲
法
を
め

ぐ
っ
て
真
摯
な
思
索
と
対
話
を
行
っ
た
書
物
で
あ

る
。
幸
運
に
も
、
そ
の
場
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で

き
た
私
は
、
改
め
て
「
憲
法
を
考
え
る
こ
と
」
の

難
し
さ
を
痛
感
し
、楽
し
さ
を
発
見
し
た
。だ
か
ら
、

冒
頭
の
質
問
に
は
こ
う
答
え
た
い
と
思
う
。「
だ
っ

て
、
難
し
い
け
ど
、
す
ご
く
面
白
い
か
ら
さ
」。

▲ 朝日新聞2008年3月7日（朝刊京都版）
▼ ただいま討論中
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●
18
歳
か
ら
シ
リ
ー
ズ

【
体
裁
】B
５
判（
横
組
）・
100
〜
120
頁

見
開
き
2
〜
6
頁
読
み
切
り

【
対
象
】大
学
生
（
初
学
者
）、
社
会
人

　

大
学
の
新
入
生
を
対
象
に
、
高

校
ま
で
の
勉
強
と
は
ひ
と
味
ち
が

う
学
問
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
っ

て
も
ら
う
た
め
の
入
門
テ
キ
ス
ト

の
シ
リ
ー
ズ
。

　

現
代
社
会
、
と
く
に
若
者
の
世

界
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ケ

イ
タ
イ
、
i
P
o
d
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
の
普
及
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
か
た
ち

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
容
し
て

き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
現
代
の
若

者
の
目
線
、
興
味
・
関
心
に
配
慮

し
た
工
夫
を
こ
ら
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
大
学
生
の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
若
い
世
代

の
読
み
物
と
し
て
広
く
読
ん
で
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
《
教
養
》（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
）
の
あ
り
か
た
が
問
い
直
さ
れ
て
い

る
な
か
で
、
本
書
が
そ
れ
に
一
石
を

投
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

水
島
朝
穂
著
『
18
歳
か
ら
は
じ
め
る

憲
法
』　　
　

    （
08
年
10
月
刊
）

樫
村
志
郎
編
『
18
歳
か
ら
考
え
る

《
日
本
の
裁
判
》』　　

     　
（
続
刊
）

萬
井
隆
令
・
脇
田
滋
編
『
18
歳
か
ら

は
じ
め
る
労
働
法
』 

 （
続
刊
）

●
社
会
保
障・福
祉
理
論
選
書

【
体
裁
】A
５
判
・
250
〜
300
頁

【
対
象
】大
学
生
、大
学
院
生
、研
究
者

　

今
日
の
不
透
明
で
混
沌
と
し
た

社
会
保
障
・
社
会
福
祉
を
め
ぐ
る

状
況
を
理
論
的
に
整
理
・
検
証
し
、

そ
の
本
質
論
に
ま
で
論
及
す
る
こ

と
。
さ
ら
に
、
今
後
を
展
望
し
た

理
念
と
そ
れ
に
相
応
し
い
制
度
・

政
策
の
あ
り
か
た
を
考
察
・
提
示

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
企
画
し
ま

し
た
。

　

取
り
上
げ
る
領
域
・
対
象
は
、

社
会
保
障
・
社
会
福
祉
分
野
に
と

ら
わ
れ
ず
、
政
治
学
や
法
学
な
ど

そ
の
周
辺
領
域
、
さ
ら
に
哲
学
や

倫
理
学
な
ど
人
文
科
学
の
領
域
を

も
含
み
ま
す
。

　

二
一
世
紀
の
福
祉
国
家
、
社
会

保
障
制
度
、
社
会
福
祉
が
直
面
し

て
い
る
課
題
を
横
断
的
に
解
明
す

る
シ
リ
ー
ズ
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
講
座 

人
権
論
の
再
定
位

【
体
裁
】A
５
判
・
250
頁

【
対
象
】一
般
読
者
、
大
学
生

　

法
学
・
憲
法
学
だ
け
で
は
な
く
、

ひ
ろ
く
社
会
人
文
諸
科
学
の
知
見

を
ふ
ま
え
て
「
人
権
を
問
い
直
す
」

「
人
権
を
考
え
直
す
」
企
画
と
し
て

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
代
の
思
想
状
況
お
よ
び
経
済
・

政
治
状
況
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
新

自
由
主
義
、
格
差
・
不
平
等
・
貧

困
化
社
会
、改
憲
問
題
）
を
ふ
ま
え
、

時
代
状
況
に
応
え
る
人
権
理
論
の

視
座
を
提
供
す
る
講
座
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　60年を節目に、弊社がこれまでに培ってきたものをベー
スにしながら、新しい時代に積極的に対応していくことを
めざした記念企画をたちあげました。今後、大学（大学院）
の教科書、専門書、一般普及書の各分野で、いっそうチャレ
ンジングな企画をすすめてまいります。

60周年記念企画の紹介
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現
代
の
人
権
双
書 

全  

巻

沼
田
稲
次
郎
・
星
野
安
三
郎
監
修

四
六
判
・
上
製
カ
バ
ー
・
平
均
300
頁

（
１
９
７
２
〜
８
２
年
）

　

国
民
の
人
権
の
危
機
意
識
は
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、
向
上
を
め

ざ
す
原
点
で
あ
る̶

̶

１
９
７
０
年

代
、
第
一
線
の
執
筆
陣
が
「
自
由
・

権
利
と
は
何
か
」
を
め
ぐ
っ
て
、
法

的
側
面
か
ら
鋭
い
分
析
と
洞
察
を
加

え
た
画
期
的
な
双
書
。

1　

平
和
に
生
き
る
権
利

　
　

星
野
安
三
郎　
　
　

１
５
７
５
円

2　

民
族
の
基
本
的
権
利

　
　
岡
倉
古
志
郎
・
長
谷
川
正
安
共
編 

１
０
５
０
円

3　

人
権
の
歴
史
と
展
望
〔
増
補
版
〕

下
山
瑛
二　
　
　
　

２
９
４
０
円

4　

自
由
に
生
き
る
権
利

小
林
孝
輔　
　
　
　
　
　
（
品
切
）

5　

治
安
と
人
権

吉
川
経
夫
・
小
田
中
聰
樹　

１
５
７
５
円

6　

労
働
運
動
の
権
利

沼
田
稲
次
郎　
　
　

１
２
６
０
円

7　

し
あ
わ
せ
に
生
き
る
権
利

籾
井
常
喜
・
坂
本
重
雄　

１
２
６
０
円

8　

公
害
と
人
権

牛
山
積
・
河
合
研
一
・
清
水
誠
・
平
野
克
明
（
品
切
）

9　
経
済
生
活
と
人
権̶

豊
か
に
生
き
る
権
利〔
改
題
全
訂
版
〕

宮
坂
富
之
助
・
北
野
弘
久
共
編　

２
６
２
５
円

10　

国
民
の
教
育
権
〔
改
訂
版
〕

永
井
憲
一　
　
　
　
　
　
（
品
切
）

11　

女
性
の
権
利̶

婦
人
の
権
利
〔
改
題
新
訂
版
〕

坂
本
福
子　
　
　
　

２
９
４
０
円

12　

住
民
自
治
の
権
利
〔
改
訂
版
〕

高
木
鉦
作
編　
　
　
　
　
（
品
切
）

現
代
憲
法
大
系 

全
　
巻

小
林
直
樹
監
修

　

A
５
判
・
上
製
函
入
・
平
均
380
頁

（
１
９
８
４
〜
２
０
０
７
年
）

　

日
本
国
憲
法
の
諸
条
項
の
意
味
と

機
能
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
明
ら
か

に
し
、
そ
の
理
念
と
社
会
的
現
実
と

の
関
係
の
移
り
変
わ
り
を
描
き
出
し

た
大
い
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。

1　

国
民
主
権
と
天
皇
制

針
生
誠
吉
・
横
田
耕
一　

 

（
品
切
）

2　

憲
法
と
平
和
主
義

山
内
敏
弘
・
太
田
一
男　

４
７
２
５
円

3　

平
等
の
権
利

阿
部
照
哉
・
野
中
俊
彦　

３
１
５
０
円

7　

生
存
権
・
教
育
権

中
村
睦
男
・
永
井
憲
一　

３
３
６
０
円

9　

憲
法
と
議
会
制
度

杉
原
泰
雄
・
只
野
雅
人　

５
６
７
０
円

10　

憲
法
と
行
政
権

手
島
孝
・
中
川
剛　
　

３
６
７
５
円

11　

憲
法
と
裁
判

樋
口
陽
一・
栗
城
壽
夫　

３
３
６
０
円

13　

憲
法
と
地
方
自
治

小
林
武
・
渡
名
喜
庸
安　

５
１
４
５
円

＊
第
１３
巻
を
も
って
最
終
配
本
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

法律文化社と憲法

現
代
の
人
権
双
書
全  

巻

現
代
憲
法
大
系
全

巻

60
周
年
記
念
企
画
の
紹
介

法
律
文
化
社
と
憲
法

■『
新・ど
う
な
っ
て
い
る
!?
日
本
国
憲
法

　
　
　

ー
憲
法
と
社
会
を
考
え
る
』

播
磨
信
義
・
木
下
智
史
・
渡
辺
洋
・
脇
田
吉
隆
編
著

●
Ｂ
５
判
・
118
頁
・
２
４
１
５
円
（
２
０
０
２
年
）

　

１
９
９
０
年
の
初
版
発
刊
以
降
、
憲

法
の
教
科
書
と
し
て
ト
ッ
プ
の
採
用
数

を
誇
る
。
50
の
テ
ー
マ
を
、
市
民
の
目

線
で
、
見
開
き
の
〈
資
料
と
解
説
〉
で

わ
か
り
や
す
く
説
く
。

■『
ヒ
ロ
シ
マ
と
憲
法〔
第
4
版
〕』

水
島
朝
穂
編
著

●
A
５
判
・
296
頁
・
２
９
４
０
円（
２
０
０
３
年
）

■『
オ
キ
ナ
ワ
と
憲
法̶

問
い
続
け
る
も
の
』

仲
地
博
・
水
島
朝
穂
編

●
A
５
判
・
252
頁
・
２
８
３
５
円（
１
９
９
８
年
）

　

世
界
の
〈
ヒ
ロ
シ
マ
〉、「
放
置
」
さ

れ
続
け
た
〈
オ
キ
ナ
ワ
〉
は
「
憲
法
を

求
め
、
憲
法
と
は
何
か
を
問
う
地
」
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
歴
史
と
文
化

と
現
実
に
根
ざ
し
た
具
体
的
な
問
題
に

焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
を
憲
法
の
視
点
か

ら
検
討
。
こ
の
2
冊
は
生
き
た
憲
法
の

学
習
書
で
も
あ
る
。

■改憲論を診る
水島朝穂編著（2005 年）
A5判・250頁・2100 円

　法律文化社という社名は、終戦直後の1946年 8月創刊
の雑誌『法律文化』に由来しています。「我国の健全なる
民主的再建の為に」編集された同誌の精神は今日まで脈々
と受け継がれ、なかでも憲法分野では、多様な書籍が綺羅
星のごとく並んでいます。幾つかを紹介しましょう。

12

15
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08
年
上
半
期
の
新
刊（
１
〜
６
月
）

●
法　

律

現
代
中
国
法
講
義〔
第
３
版
〕

西
村
幸
次
郎 

編 
３
０
４
５
円

対
論 

憲
法
を
／
憲
法
か
ら 

　

ラ
デ
ィ
カ
ル
に
考
え
る 
２
３
１
０
円

樋
口
陽
一
×
杉
田
敦
／
西
原
博
史
×
北

田
暁
大
／
井
上
達
夫
×
齋
藤
純
一
／

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー:

愛
敬
浩
二　

憲
法
の
基
本 

２
６
２
５
円

小
泉
洋
一・
倉
持
孝
司・尾
形
健・福
岡
久
美
子 

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
憲
法

小
沢
隆
一 

編 

２
６
２
５
円

人
権
入
門

横
藤
田
誠
・
中
坂
恵
美
子  　

 

２
２
０
５
円

民
法
入
門
の
入
門
１ 

財
産
編〔
第
２
版
〕 

中
川
淳 

編 

２
２
０
５
円

プ
リ
メ
ー
ル
民
法
１ 

民
法
入
門
・

　

 

総
則〔
第
３
版
〕 

２
９
４
０
円

安
井
宏
・
後
藤
元
伸
・
中
田
邦
博
・
鹿
野
菜
穂
子 

ベ
ー
シ
ッ
ク
民
法
総
則

尾
﨑
三
芳 　

 

２
１
０
０
円

消
費
者
民
法
の
す
す
め〔
補
訂
３
版
〕

石
田
喜
久
夫
／
田
中
康
博 

補
訂 

２
６
２
５
円

レ
ク
チ
ャ
ー
消
費
者
法〔
第
４
版
〕

長
尾
治
助 

編 

２
８
３
５
円

代
理
法
の
研
究 

髙
森
哉
子  

１
２
６
０
０
円

民
事
紛
争
と
手
続
理
論
の
現
在

﹇
井
上
治
典
先
生
追
悼
論
文
集
﹈  

河
野
正
憲
・
伊
藤
眞
・
高
橋
宏
志 

編 
 

１
４
７
０
０
円

刑
事
政
策
学
の
体
系

前
野
育
三
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
刊
行
委
員
会 

編  

１
２
６
０
０
円

国
際
人
権
入
門  

横
田
洋
三 

編 

２
７
３
０
円

ケ
ー
ス
で
学
ぶ
国
際
私
法

野
村
美
明 

編
著 
３
３
６
０
円

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
社
会
福
祉
法

大
曽
根
寛 

編 

３
０
４
５
円

都
市
法
概
説  

安
本
典
夫  

３
３
６
０
円

中
国
の
環
境
問
題
と
法
・
政
策

北
川
秀
樹 

編
著 

６
０
９
０
円

転
換
期
の
法
と
文
化

京
都
学
園
大
学
法
学
会 

編 

７
３
５
０
円

●
政　

治

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
政
治
学

加
藤
哲
郎
・
國
廣
敏
文 

編 

６
５
１
０
円

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

中
谷
義
和  

４
２
０
０
円

中
国
外
資
導
入
の
政
治
過
程

下
野
寿
子  

５
６
７
０
円

●
経
済
・
経
営
・
産
業

「
公
民
」が
苦
手
だ
っ
た
人
の
た
め
の

　

現
代
経
済
入
門
講
義

高
橋
勉  

１
８
９
０
円

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
経
済
分
析〔
改
訂
版
〕

小
川
雅
弘
・
品
部
久
志
・
藤
川
清
史 

編

 

３
２
５
５
円

消
費
生
活
を
考
え
る

西
村
多
嘉
子  

１
４
７
０
円

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精
神
の
深
化

山
上
徹  

２
４
１
５
円

ド
ラ
ッ
カ
ー
再
発
見

坂
本
和
一  

２
６
２
５
円

ポ
ス
ト・グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時
代
を
生
き
る

向
壽
一  

２
１
０
０
円

●
社
会
保
障
・
社
会
福
祉

変
貌
す
る
世
界
と
日
本
の
年
金

江
口
隆
裕 

３
３
６
０
円

現
代
日
本
の
介
護
保
険
改
革

森
詩
恵  

３
２
５
５
円

住
民
主
体
の
地
域
福
祉
論

井
岡
勉 

監
修
／
牧
里
毎
治
・
山
本
隆 

編 

３
３
６
０
円

●
教　

育

教
育
概
論〔
４
訂
版
〕

田
原
恭
蔵
・
林
勲 

編 

２
４
１
５
円

教
育
の
原
理〔
第
２
版
〕﹇
Ｑ
＆
Ａ
教
育
学
﹈

林
勲 

編 

２
４
１
５
円

●
薬　

学

社
会
薬
学
へ
の
招
待

長
嶺
幸
子 

編
著 

２
８
３
５
円

●
学
会
誌

民
事
訴
訟
雑
誌
54
号

日
本
民
事
訴
訟
法
学
会 

編 

２
８
３
５
円

日
本
労
働
法
学
会
誌
111
号

日
本
労
働
法
学
会 

編 

２
８
３
５
円

社
会
保
障
法
23
号

社
会
保
障
法
学
会 

編 

３
４
６
５
円

社
会
政
策
学
会
誌
19
号

社
会
政
策
学
会 

編 

３
１
５
０
円
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08
年
下
半
期
の
新
刊

18
歳
か
ら
は
じ
め
る
憲
法

水
島
朝
穂 
　
　
　

Ｂ
５
判
・
100
頁

　
「
18
歳
か
ら
シ
リ
ー
ズ
」
第
一
弾
。生
き

て
い
く
う
え
で
「
た
め
に
な
る
憲
法
」
の

習
得
を
め
ざ
し
、身
近
な
出
来
事
を
題
材

に
モ
ノ
を
み
る
力
・
考
え
る
力
を
養
う
。

裁
判
員
の
た
め
の
刑
事
裁
判
入
門（
仮
題
）

村
井
敏
邦 

Ａ
５
判
・
150
頁

　

死
刑
制
度
の
廃
止
や
人
権
問
題
に
積
極
的

に
取
り
組
む
著
者
が
、裁
判
員
と
な
る
一
般
市

民
の
た
め
に
綴
っ
た
入
門
書
。最
低
限
知
っ
て

お
き
た
い
刑
事
裁
判
の
知
識
を
提
供
。

﹇
社
会
政
策
Ⅰ
﹈ 

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
と

社
会
政
策
／﹇
社
会
政
策
Ⅱ
﹈ 

少
子
高
齢
化
と

社
会
政
策

玉
井
金
五
・
久
本
憲
夫 

編  

Ａ
５
判
・
各
280
頁

　

歴
史
的
変
遷
を
ふ
ま
え
、現
代
の
到

達
点
を
明
ら
か
に
す
る
。社
会
政
策
の

幅
の
広
さ
を
カ
バ
ー
し
、全
体
の
動
き

を
把
握
し
た
本
格
的
な
教
科
書
。

国
際
結
婚
か
ら
日
本
が
み
え
る（
仮
題
）

　
〈
歴
史
編
〉〈
現
代
編
〉

嘉
本
伊
都
子 

Ａ
５
判
・
各
180
頁

　

国
際
結
婚
を
通
し
て
日
本
社
会
を
知
る
。

変
遷
や
実
態
分
析
だ
け
で
な
く
、情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
と
歴
史
感
覚
・
国
際
感
覚
を
養
う
。

法動態学叢書
水平的秩序 全４巻

Ａ５判・平均266頁・各3990円
◎法学中心の学際的社会科学の構想
グローバル化・市場化の進む今日、「水平
的秩序」に着目して、多様な「市場」「市場
化」のダイナミズムを解明する新たな学
問領域「法動態学」を構築。

■好評既刊書

１ 

規
範
と
交
渉 

樫
村
志
郎 

編

あ
ら
ゆ
る
人
間
的
秩
序
関
係
に
お
い
て
、秩

序
が
水
平
的
に
構
築
さ
れ
る
た
め
の
条
件

と
限
界
を
扱
う
。人
々
自
身
の
手
に
よ
る

秩
序
形
成
の
様
々
な
局
面
に
光
を
あ
て
る
。

２ 

市
場
と
適
応 

齋
藤 

彰 

編

経
済
的
取
引
を
中
心
に
、取
引
に
よ
る

規
律
の
拡
大
、市
場
の
調
整
能
力
と
法

制
度
の
関
係
を
解
明
し
、水
平
的
秩
序

の
も
つ
基
盤
性
を
検
討
す
る
。

３ 

規
整
と
自
律 

樫
村
志
郎 

編

国
家
等
の
公
的
権
力
に
よ
る
「
市
場
」
の

管
理
や
そ
こ
へ
の
介
入
と
い
う
現
象
を
と

り
あ
げ
、水
平
的
秩
序
化
と
垂
直
的
秩
序

化
の
融
合
が
顕
著
な
領
域
を
分
析
検
討
。

４ 

紛
争
と
対
話 

山
本
顯
治 

編

水
平
的
秩
序
化
に
お
け
る
当
事
者
自
律
、対

立
す
る
当
事
者
間
の
対
話
と
相
互
理
解
を

基
本
に
、そ
の
行
動
原
理
、支
援
す
る
専
門

的
援
助
者
の
役
割
、倫
理
、責
任
を
検
討
。

新しい社会政策の課題と挑戦
全３巻
編集委員＝埋橋孝文・武川正吾・福原宏幸

Ａ５判・平均280頁・各3465円
◎社会政策の再生と復権をめざして
〈今そこにある問題〉や〈新しく浮上して
きた問題〉の本質を論究し、解決の道筋を
描く。第Ⅰ部で歴史や理論を整理し、第Ⅱ
部で日本の政策や事例を取り上げる。

１ 

社
会
的
排
除
／
包
摂
と
社
会
政
策 

福
原
宏
幸 

編
著

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
社
会
的
排
除
概
念

の
発
展
と
政
策
へ
の
影
響
を
概
観
。ホ
ー

ム
レ
ス
、母
子
世
帯
、不
安
定
雇
用
の
若

者
な
ど
を
取
り
上
げ
、社
会
的
排
除
概
念

の
日
本
へ
の
導
入
と
実
践
を
紹
介
。

２ 

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア 

●
排
除
か
ら
包
摂
へ
？

埋
橋
孝
文 

編
著

80
年
代
以
降
、多
く
の
先
進
諸
国
が
採

用
し
た
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
。そ
の
登
場
背

景
や
特
徴
、波
及
的
効
果
を
分
析
、検
証
。

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
や
就
業
困
難
者
の
事

例
か
ら
課
題
を
多
面
的
に
論
じ
る
。

３ 

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と

　

 

ベ
ー
シ
ッ
ク・
イ
ン
カ
ム
の
可
能
性

武
川
正
吾 

編
著 

（
８
月
刊
）

最
近
の
市
民
権
を
め
ぐ
る
動
向
と
実
現

へ
の
道
筋
を
経
済
学
・
法
学
・
政
治
学
の

立
場
か
ら
整
理
。財
源
を
提
示
し
、年
金

や
児
童
手
当
を
素
材
に
日
本
で
の
Ｂ
Ｉ

の
可
能
性
を
探
る
。

08
年
の
新
刊
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大
学
の
教
科
書
が
売
れ
な
い
時
代

に
な
り
ま
し
た
。
私
が
入
社
し
た

頃
（
約
20
年
前
）
は
ま
だ
学
生
数
も

多
く
、
教
養
科
目
で
は
受
講
生
500
人

以
上
の
講
義
が
い
く
つ
も
あ
り
、
教

科
書
の
購
買
率
も
７
〜
８
割
ぐ
ら
い

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
今
で
は
５
割
い
け
ば
よ
い
ほ
う
で

す
。

　

昔
は
教
科
書
を
買
う
の
は
あ
た
り

ま
え
、
１
年
の
終
わ
り
に
は
線
引
き

や
書
き
込
み
だ
ら
け
、
よ
れ
て
い
る

教
科
書
も
ざ
ら
、
と
い
う
時
代
で
し

た
が
、
今
ど
き
の
学
生
は
い
か
に
教

科
書
を
買
わ
ず
に
す
ま
せ
る
か
、
安

く
手
に
入
れ
る
か
に
知
恵
を
絞
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
先
輩
と
後

輩
の
関
係
も
希
薄
に
な
り
、
昔
の
よ

う
な
教
科
書
の
譲
り
受
け
も
減
り
、

代
わ
っ
て
教
科
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
店

の
登
場
で
古
本
を
買
う
学
生
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ

オ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
ゲ
ー
ム
機
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
20
年
前
に
は

な
か
っ
た
も
の
が
学
生
の
周
り
に
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話
に

使
う
お
金
は
あ
っ
て
も
教
科
書
を
買

う
お
金
は
な
い
？　

価
値
観
が
変
わ

り
、
し
ん
ど
い
こ
と
は
避
け
楽
な
受

け
身
へ
と
な
が
さ
れ
、
一
人
で
自
ら

考
え
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
苦
手

で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
と
ど
う
し

て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
学

生
が
増
え
た
と
感
じ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た

昨
今
で
は
、
講
義
の
疑
問
点
や
演
習

の
課
題
に
つ
い
て
資
料
を
集
め
る
た

め
、
以
前
な
ら
図
書
館
で
調
べ
て
い

た
こ
と
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
の
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。
な
か
に
は
「
検
索
で
ヒ
ッ
ト

し
な
か
っ
た
の
で
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
指
導
教
授
を
絶
句
さ
せ
る
学

生
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

時
代
は
変
わ
り
学
生
気
質
も
変
わ

り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
時
代
の
要

求
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
時
代
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
教
科
書
、
そ
し
て
学

生
を
振
り
向
か
せ
る
教
科
書
を
出
版

す
る
た
め
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
営
業
部　

H
）

学
生
気
質
今
昔̶

̶

教
科
書
販
売
の
観
点
か
ら

08
年
１
〜
４
月
売
上
ベ
ス
ト
10

法律文化社とは……

❶
社
会
的
排
除
／
包
摂
と
社
会
政
策
﹇
新
し
い
社
会
政
策
の
課
題
と
挑
戦
1
﹈

　

＊
同
シ
リ
ー
ズ
強
し
。
第
3
巻
は
8
月
刊
行
。

❷
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
﹇
新
し
い
社
会
政
策
の
課
題
と
挑
戦
２
﹈

　

＊｢
身
近
で
リ
ア
ル
な
問
題
を
鋭
く
考
察
す
る
興
味
深
い
一
冊
」

❸
法
学
部
新
入
生
の
た
め
の
学
ナ
ビ

　

＊
毎
年
新
学
期
の
ト
ッ
プ
。
時
系
列
に
要
点
と
心
構
え
を
指
南
。

❹
地
球
温
暖
化
対
策
の
最
前
線

　

＊
い
ま
、
最
も
ホ
ッ
ト
な
問
題
。
日
常
的
実
践
の
手
引
書
。

❺
プ
リ
メ
ー
ル
民
法
１　

民
法
入
門
・
総
則
〔
第
3
版
〕

　

＊
好
評
の
プ
リ
メ
ー
ル
民
法
。
店
頭
で
、
教
科
書
で
健
闘
。

❻
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
現
代
の
法
曹
倫
理

　

＊
全
弁
協
へ
の
働
き
か
け
が
功
を
奏
し
た
か
。
法
曹
界
で
人
気
。

❼
刑
事
裁
判
の
心
〔
新
版
〕

　

＊
法
曹
界
を
中
心
に
読
み
つ
が
れ
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。

❽
民
事
紛
争
と
手
続
理
論
の
現
在

　

＊
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
に
よ
る
珠
玉
の
31
論
文
。

❾
立
法
学
〔
新
版
〕

　

＊
法
律
の
つ
く
ら
れ
方
を
永
田
町
と
霞
ヶ
関
か
ら
検
証
。

10
消
費
税
増
税
な
し
で
の
財
政
健
全
化

　

＊
年
金
、
医
療
費
の
財
源
は
…　

税
制
の
抜
本
改
革
を
考
え
る
。
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書
籍
の
形
態
や
利
用
の
仕
方
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
で
は
、
同
じ
よ
う
に
書
籍
を
作

る
日
々
の
編
集
作
業
も
変
わ
っ
て
い

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
じ
つ
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
以
下
、

ネ
ッ
ト
）
の
普
及
に
み
ら
れ
る
〈
デ

ジ
タ
ル
時
代
〉
の
到
来
に
よ
り
、
編

集
者
の
作
業
は
大
幅
に
変
わ
り
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
編
集
者
が
ど
れ
だ
け
デ
ジ

タ
ル
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
か
の
一

例
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
以
前
は
、
企

画
を
生
み
出
す
た
め
に
必
要
な
著
者

や
類
書
の
情
報
収
集
は
、
書
籍
や
雑

誌
を
読
む
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
的
作
業

で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル

時
代
に
は
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
知
的
情
報
に
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
企
画
の
相
談
や
編
集

打
ち
合
わ
せ
の
依
頼
、
さ
ら
に
は
原

稿
の
受
け
取
り
ま
で
も
、
E
メ
ー
ル

を
利
用
す
る
割
合
が
圧
倒
的
に
多
く

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
な

か
で
編
集
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力

量
も
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
答
え
は
、「
ノ
ー
（
否
）」
で
す
。

書
籍
を
購
入
せ
ず
と
も
、誰
で
も
ネ
ッ

ト
で
知
り
た
い
情
報
に
簡
単
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
以
外
に
個
人
で
も
情
報
発
信

が
な
さ
れ
て
い
る
情
報
過
多
環
境
に

あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
書
籍
と
い
う

媒
体
を
通
じ
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
何
を
ど
の
よ
う
に
編
集

し
、
読
者
に
提
供
で
き
る
の
か
の
力

量
が
ま
す
ま
す
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

書
籍
の
形
態
や
そ
の
利
用
の
さ
れ

方
が
変
わ
ら
な
い
の
と
同
様
に
、
編

集
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
力
量
の
本

質
的
な
も
の
は
何
一
つ
変
わ
っ
て
い

な
い
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

編
集
者
が
本
来
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

べ
き
〈
も
の
づ
く
り
を
す
る
職
人
〉

と
し
て
企
画
力
（
発
想
力
、
交
渉
力

な
ど
含
）
や
編
集
力
（
想
像
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、段
取
り
力
、

校
閲
力
な
ど
含
）
を
さ
ら
に
高
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
部　

K
）

編
集
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
変
わ
っ
た
の
か
!?

法
律
文
化
社
ら
し
く
な
い
け
れ
ど
…
…

逸脱する絵画
［20世紀芸術学講義Ⅰ］
A5変形判・392頁・3780円

私の「死への準備教育」
大町公著
四六判・232 頁・2100 円
　

迷走する音楽
［20世紀芸術学講義 Ⅱ］
A5変形判・340頁・3675円

■
芸
術
学
の
語
り
部
、宮
下
誠
の
世
界

■
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
内
容
で
、　

　

保
育
所
現
場
で
静
か
な
ブ
ー
ム

■
死
へ
の
心
構
え
を
学
び
、今
を

　

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
必
読
書

保育環境評価スケール
①幼児版  ②乳児版
Ｔ.ハームスほか／埋橋玲子訳
B5判・約120頁・1890円

社
名
ゆ
え
か
法
律
専
門
の
出
版
社

に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
守
備
範

囲
は
広
く
社
会
・
人
文
科
学
に
お

よ
び
、
こ
れ
ま
で
に
隠
れ
た
ヒ
ッ

ト
作
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

「クラシック」の終焉？
̶未完の20世紀音楽ガイドブック
A5判・200 頁・1680 円

法
律
文
化
社
と
は
…
…

経済がみえる元気がみえる
小沢修司著
全書判・222 頁（品切）
　

■
身
近
な
素
材
と
ユ
ニ
ー
ク
な

　

イ
ラ
ス
ト
で
大
ヒ
ッ
ト
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当
社
で
は
、
今
ま
で
の
発
刊
書
籍

を
本
棚
に
保
存
し
て
い
ま
す
。
そ
の

本
棚
を
眺
め
て
い
る
と
、
時
代
の
移

り
変
わ
り
が
み
え
て
き
ま
す
。

　

初
期
の
頃
は
、
上
製
で
（
し
か
も

布
ク
ロ
ス
！
）
函
に
入
っ
て
い
る
本

が
多
く
、
最
近
は
、
論
文
集
や
一
部

を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
並
製
で
カ

バ
ー
巻
き
の
本
で
す
。

　

函
入
り
か
ら
カ
バ
ー
巻
き
の
本
に

移
り
変
わ
っ
て
き
た
の
は
、
書
店
で
本

を
手
に
取
っ
て
内
容
を
見
る
際
の
手

間
が
煩
わ
し
い
と
い
う
こ
と
や
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
感
じ
が
す
る
も
の
の
、

カ
バ
ー
巻
き
の
本
に
比
べ
て
地
味
に

み
え
る
と
い
っ
た
理
由
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
カ
バ
ー
も
、
最
近
は
以
前
の

も
の
に
比
べ
る
と
見
た
目
が
華
や
か

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
十
数
年
前

ま
で
は
、
社
内
の
者
が
飾
り
罫
や
電

算
記
号
な
ど
を
駆
使
し
て
カ
バ
ー
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
た
の
で
、（
素

人
だ
け
に
）
デ
ザ
イ
ン
も
い
た
っ
て

シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
し
た
。
最
近
は

カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
装
丁
家
に
依
頼

す
る
よ
う
に
な
り
、
随
分
と
あ
か

ぬ
け
ま
し
た
（
で
し
ょ
？
）。
専
門

家
に
お
願
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、「
お
硬
い
」
本
を
扱
う
法
律
文

化
社
に
と
っ
て
も
、
装
丁
が
造
本
上

の
重
要
な
構
成
要
素
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

も
う
一
方
の
、
上
製
本
か
ら
並
製

本
へ
の
移
り
変
わ
り
は
、
様
々
な
理

由
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
は
コ
ス
ト

と
時
間
の
問
題
で
す
。
上
製
の
製
本

工
程
は
並
製
に
比
べ
、
数
倍
の
手
間

が
か
か
る
（
つ
ま
り
↓
製
本
代
も
か

か
る
↓
定
価
も
高
く
な
る
）か
ら
で
す
。

　

並
製
と
い
え
ば
、「
数
十
年
前
、

京
都
で
最
初
に
ア
ジ
ロ
製
本
（
糸
綴

り
で
な
い
糊
付
製
本
に
比
べ
品
質
は

落
と
さ
ず
安
価
に
で
き
る
製
本
方

式
）に
取
り
組
ん
だ
の
は
Ｉ
製
本
で
、

そ
の
導
入
を
依
頼
し
た
の
が
法
律
文

化
社
で
あ
る
」
と
、
以
前
上
司
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ス
ト

意
識
を
も
ち
な
が
ら
、
製
本
へ
の
こ

だ
わ
り
を
も
っ
て
本
作
り
に
関
わ
っ

て
き
た
と
い
う
誇
り
が
、
次
世
代
の

私
た
ち
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
心
構
え
は
今
後
も
常
に

持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
製
作
部　

Ｎ
）

法
律
文
化
社
の
本
棚
か
ら̶

̶

み
え
て
く
る
造
本
の
変
遷

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
の
ぞ
い
て
み
る
と

アクセスはこちらから☞ http://www.hou-bun.co.jp/

新刊・近刊案内
最新の刊行情報をご提供します。

売れ筋ランキング
毎月更新。その時々
の社会的関心がみ
えてきます。

検索画面
ジャンルごとの検
索のほか、キーワー
ド検索もあります。

上賀茂通信（ブログ）
社員がリレー形式
で日々の仕事風景
をつづります。息抜
きがてらにどうぞ。

読者の声
嬉しい声が届くこ
ともあれば、厳し
いお叱りの声も…。

コラム
時事的なネタをま
じえ、書籍にまつわ
る話を紹介。

おすすめの本
文字どおり、今読
んでいただきたい
おすすめの本です。

書評紹介

法
律
文
化
社
の
も
う
ひ
と

つ
の
窓
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
画
面
を
紹
介
し
ま
す
。
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還暦の会社と私：08年新入社員のつぶやき

ソー“社”ルインクルージョン
掛川直之（編集部）

隗より始めよ
矢鳴修治（営業部）

　

中
国
の
戦
国
時
代
、
燕
と
い
う
国

で
生
ま
れ
た
言
葉
で
す
。
国
を
栄
え

さ
せ
る
た
め
に
賢
者
を
求
め
た
王

に
対
し
、
郭
隗
と
い
う
家
臣
が
「
ま

ず
は
私
を
厚
く
用
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
郭
隗
を
あ
れ
ほ
ど

優
遇
す
る
国
な
ら
、
優
秀
な
人
材

は
も
っ
と
優
遇
さ
れ
る
は
ず
だ
と

思
っ
て
人
材
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
」

と
、答
え
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
通
り
、

燕
に
は
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
、
一

躍
表
舞
台
に
踊
り
出
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

私
を
郭
隗
の
よ
う
に
扱
え
と

言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
念
の
た
め
。
出
版
不
況
と
呼
ば

れ
る
現
代
、
出
版
の
仕
事
一
つ
一
つ

を
大
事
に
す
れ
ば
、
き
っ
と
読
者
の

皆
さ
ん
に
も
伝
わ
る
に
違
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

燕
は
そ
の
後
、
他
国
に
滅
ぼ
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
優
秀
な
人
材

を
疑
い
放
逐
し
た
結
果
で
し
た
。
60

周
年
記
念
に
し
て
は
縁
起
の
悪
い

話
で
す
。
で
す
が
、
法
律
文
化
社
は

読
者
の
視
点
に
立
ち
、
社
会
に
必
要

と
さ
れ
る
本
を
作
り
続
け
る
こ
と

で
、
今
後
70
周
年
、
80
周
年
、
い
や
、

そ
れ
以
上
の
歴
史
を
築
い
て
い
け

る
も
の
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
常
識
と
さ
れ
て
い
た

一
種
の
規
範
に
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
る
人
間
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
れ
を

是
と
す
る
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
か
ら
異

質
な
他
者
と
し
て
排
除
の
対
象
と

さ
れ
る
。

　

人
び
と
は
、
聞
こ
え
の
い
い
常
識

に
魅
力
を
感
じ
、共
鳴
す
る
。
だ
が
、

す
べ
て
の
人
間
が
そ
の
常
識
と
い

う
一
つ
の
枠
内
で
生
き
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

わ
た
く
し
は
60
周
年
を
む
か
え

た
小
社
に
籍
を
置
き
、
ま
だ
幾
日
も

経
た
な
い
新
人
で
あ
る
。
根
拠
の
な

い
自
信
に
起
因
す
る
、
い
わ
ゆ
る
新

人
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
遠
慮

の
な
い
物
言
い
は
、
そ
の
常
識
か
ら

は
逸
脱
し
て
お
り
、
排
除
の
対
象
に

な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
小
社
の

諸
先
輩
方
は
、
そ
の
よ
う
な
常
識
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
わ
た
く
し

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
時
に
厳
し
く

も
、
あ
た
た
か
く
包
み
込
ん
で
く
だ

さ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
な
雰
囲

気
を
有
す
る
小
社
に
お
い
て
、
わ
た

く
し
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
、
諸

先
輩
方
と
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
成

し
遂
げ
て
い
け
る
か
は
、
わ
た
く
し

自
身
の
研
鑽
に
か
か
っ
て
い
る
。
61

年
目
に
む
け
て
走
り
始
め
た
小
社

と
と
も
に
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
。

法
律
文
化
社
と
は
…
…




